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音　楽　科

幼・小・中一貫カリキュラムによる音楽科の授業実践2

一
リズムを聴き取り表現する能力を系統的に培う一

泉　谷　正　則

1　はじめに

　現在の学校教育現場では，異校種問の連携が充

分とは言えない。小学校で学んだことを中学校で

どのように伸ばし発展させていくか，また，中学

校のどのような姿を目指して小学校で何を学ばせ

ていくのかについて，より詳細な検討が必要であ

る。近年，小中一貫校は増える傾向にあるが，そ

こで見られる音楽科のカリキュラムの多くは題材

を並べたもので，量的も膨大であるため，長期的

にどのような道筋でどのような能力を培おうとし

ているのかが分かりにくい。そこで，本学校園の

音楽科では幼・小・中12年間にわたる目標をで

きるだけ分かりやすく見渡せ，そこから様々な授

業を展開したり，達成度を評価したりすることが

できるような新しいカリキュラムの開発を試み，

実践検証を行ってきた。目標をできるだけ分かり

やすくとらえ，各校種の指導者が共通の意識を

もって授業を開発していくことで，それぞれの授

業がその場限りのものになるのではなく，系統性

をもって結びつくいていくことが可能になると考

える。音楽要素を知覚し感受するカをいかに身に

付けさせていくのかは，新学習指導要領で新たに

「共通事項」として設定されたことで現在の音楽

科教育の主流な課題の1つとなっている。しかし，

そこでは音楽要素を言語で理解し言語を通して評

価する実践が多く見られ，音楽的な感覚として身

に付いていない場合も多い。言語教育重視の風潮

に流されるのでなく，音を聴き分け表現するとい

う音楽の特質，本質を考えたカリキュラム及び授

業の開発が必要であると考える。

　一貫カリキュラムの開発は，Bloomの「教育目

標の分類学」を音楽科教育に援用した緒論等の比

較検討や，現在の指導要領や教科書を比較検討に

よって行った。そして，表1に示したカリキュラ

ムを開発した。以下このカリキュラムについて説

明する。

　一貫カリキュラムでは，教育目標を大きく「関

心・意欲・態度」　「できる（技能）」　「かんじる

（感受）」　「わかる（知覚・知識）」　「価値づけ

る」の領域でとらえる。以下，この5つの目標領

域について説明する。

【関心・意欲・態度】

　「関心・意欲・態度」すべての場面で不断に

もとめられるこうどうである。どのような目標

をもった授業や場面においても，音楽活動に積

極的な感情をもって取り組むことは常に意識さ

れるべきである。

【できる】

器楽や歌唱などの技能の習得である。

【かんじる】

　指導要領で言う「感受」にあたるもので，音

楽を形作っている要素やそれらの関係から，何

らかの感情を抱いたり，イメージ（色や情景な

ど）を思い浮かべたりする行動である。

【わかる】

　2っの行動からとらえる。1つは，音楽の要

素やそれらの関係を「知覚」することである。

もう1つは，音楽の要素やそれらの働きを表す

用語や記号，楽器の構造や音楽の歴史的・文化

的背景などを知識として知ることである。
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泉谷：幼・小・中一貫カリキュラムによる音楽科の授業実践2一リズムを聴き取り表現する能力を系統的に培う一

【価値づける】

　音楽について，自他の演奏について，以上の

「できる」「かんじる」「わかる」能力を根拠

に，説明したり，批評したりすることである。

　このカリキュラムでは，っけたい全ての能力を

網羅するのではなく，それらをできるだけ一般化

したり，新しく学習する内容や，重視したい内容

を示した。さらに，　（例）をあげることで，具体

的な学習場面をイメージしやすいよう考えた。

2　研究の方法

　本年度，12年間を通した研究の一つとして，2

つの実証検証を行った。1つは，音楽の要素から

「リズム」に，対象を「中学校」に絞った実践，

もう1つは，内容を「日本の伝統音楽　箏」に対

象を「中学校1・2年生」に絞った実践である。

表2　中学校3年間のリズム学習
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　音符と休符については，中学校の歌唱や器楽曲

で一般的に使用するものは，全て1年生でその名

前や長さを覚えるように計画しているが，ここで

系統的な学習を仕組むのは，それら音符や休符に

よるリズムを楽譜からイメージできたり，聴き分

けたり，表現できたり，感じ取ったりする能力の

学習である。表2に示したように，各学年で必ず

習得するリズムを決め，学年を追うごとに全学年

での学習内容を含みながら新たな内容を習得して

いくように設定した。ここで示したリズム以外に

音楽活動でよく使用するリズム（タイのついたリ

ズムも含めて）もあるが，それらは，歌唱や器楽

などの活動のなかで必要に応じて指導する。

（1）対象

　第7学年

（2）授業構成

・題材

　リズムを組み合わせて手拍子しよう

・ ねらい

　4種類のリズムを組み合わせながら，リズムを

　創作し，表現することができる。

（3）授業の概要

　第1次では，6種類のリズムやそれらをランダ

ムに組み合わせたリズムを手拍子することで，楽

譜を見てそのリズムを手拍子できるようにする。

　第2次では，既習のリズムを組み合わせ，4分

の4拍子／2小節のリズムを創作し手拍子をする

ことで，前回の学習をより確かなものにさせる。

　第3次では，前回創作した作品をグループで交

流し，そこから1つの作品を選び，グループ全員

で言葉を考えてつける。グループで練習して，ク

ラスで発表会をする。

図1　各グループの作品を板書して交流
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（4）成果と課題

　全員がリズムの楽譜を見て正しく手拍子ができ

るよう，創作した4小節のリズムは教師に手拍子

をして見せ合格シールをもらう，という形で行っ

図2　グループの作品

た。そのことで，個の指導が徹底してでき，達成

感をもって次のグループ活動に意欲的に取り組む

ことができた。グループでの発表の場をつくるこ

とで教え合いの場が生まれ，より学習が確実なも

のになった。言葉をリズムにつけることで，活動

への関心がより高まった。生徒は自然にリズムの

感じに合った言葉を考えようとしており，リズム

を音としてだけでなく，イメージをもって感じ取

ろうとする学習にも繋がった。

　課題として，学習内容としてもう何種類かのリ

ズムを追加しても良かった。生徒は，簡単で取り

図3　発表の様子

組みやすいということもありスムーズに発表まで

を行うことができたが，表2の中学校1年生の4

種類のリズムは何れも小学校で学んでいるものな

であり，復習の内容だけに設定する必要はなかっ

た。

（1）対象

　第8学年

（2）授業構成

・ 題材

　リズムとリズムを合わせよう

・ ねらい

　追いかけ合いなどパートの重なりに気づきなが

　ら，2つのパートによるリズムを創作し表現す

　ることができる。

（3）授業の概要

　第1次では，7年生で習得したリズムに新たに

2っのリズムを加え，それらのリズムや組み合わ

せたリズムを楽譜を見て手拍子できるようにする。

　第2次では，4分の4拍子／8小節のリズムを

個人で創作し，それを班で発表し合う。創作した

リズムから班で1つのリズムをパート①として選

び，それにパート②を班全員で話し合いながら創

作する。パート②の創作のヒントとして，2部合

唱の例を聴かせ，追いかけ合いやパートの重なり

について気づかせる。

　第3次では，各班で創作したリズムを発表し合

い，気づきを交流する。

（4）成果と課題

　創作や発表までの練習がスムーズであり，7年

生での学習が活かされていた。創作のポイントを

気づかせるのに，既習曲である『翼をください』

を聴かせることで，リズムやその重なりについて

の今回の学習を合唱にも活かすことができた。班

で手拍子をする際，手拍子がずれたり，ぴったり

合ったりといった状態に生徒は魅力を感じること

ができた。個人で創作したリズムの音楽性が低

かった。リズムを創作する際，変化や反復など，

もう少し音楽の仕組みをヒントにした創作をする

ことも必要であった。
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（D対象

　第9学年

（2）授業構成

○題材歌をつくろう

○ねらい

　9種類のリズムを組み合わせながら，旋律とし

てのまとまりがあり，伝えたい内容を表現できる

旋律をつくることができる。

（3）授業の概要

　第1次では，7・8年生で個人で8小節のリズ

ムをっくり，手拍子をする。

　第2次では，前回つくったリズムに合う言葉を

つけ，手拍子をしながら歌う。

　第3次では，音楽ソフトを利用して，指定した

コードに合わせて音高をつけ歌にする。

　第4次では，ギターで弾き語りをして，交流す

る。
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実施の予定である。第2次までは，リズムに言葉

をつける活動をしたが，7年生での活動からさら

に発展させることができず，ただ言葉を当てはめ

るような状態になってしまった。リズムに合った

言葉など，例を示して気づかせをつけていく必要

がある。第3次以降は今後の取り組みであるが，

コート進行を決め，そのコードの構成音を中心に

旋律を創作させていくことで，音楽的にまとまり

のある旋律を創作する経験をさせたい。

3　まとめと今後の課題
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　試案した一貫カリキュラムから，創作を通した

リズムの学習について，授業開発を行った。音楽

科の少ない授業数の中では，リズム／創作を中心

とした単元であっても，そこに鑑賞や合唱や器楽

といった活動を効果的に取り入れること，また，

リズムだけでなく旋律の流れとかパートどうしの

重なりといったリズム以外の音楽の仕組みについ

ても発展的に学習していくことが必要であると感

じた。今回開発した授業をさらに改善していくこ

と，また，音楽の要素を系統性の軸とするだけで

なく，　「日本の音楽」といった学習分野に注目し

それを如何に系統的に学習していくのかといった

視点での授業開発も行って行くことが今後の課題

である。
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図4　ワークシート

（4）成果と課題

第2次までを実施しており，第3次以降は今後
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